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新型コロナ騒ぎの中
シルガード９が承認された



火事場泥棒？

シルガード９とは

入っているワクチン成分（HPVの型）

・サーバリックス 16型 18型

・ガーダシル 6型 11型 16型 18型

・シルガード９（ガーダシル９）
6型 11型 16型 18型

31型 33型 45型 52型 58型



日本人の子宮頸がんのHPV型
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国立感染研作成の
ファクトシートより
（琉球大学データ）

ワクチン成分の量が2倍以上

ガーダシル 0.5mL中

シルガード 0.5mL中 2.25倍の量

HPV型ごとの量（㎍） 合計 アジュバント

8型 11型 16型 18型
120㎍ 225㎍

20 40 40 20

HPV型ごとの量（㎍） 合計
アジュバ

ント

8型 11型 16型 18型 31型 33型 45型 52型 58型
270㎍ 500㎍

30 40 60 40 20 20 20 20 20



もともとHPVワクチンは
副作用が多いのに



もともとHPVワクチンは
副作用が多いのに

９価はもっと多かった

• 4.5年の研究期間に

深刻な有害事象が発生した人

シルガード9は 7,071人中233人（3.3％）

ガーダシルは 7,078人中183人（2.6％）

統計的有意差あり

両方で５人死亡があったが、

どれもワクチンとの関係はないとされた



死亡した10人
死亡した人はいずれも研究者がワクチンと関係ないと判定した。

シルガード９の死亡5人は、

1回目の接種後15日に自殺

3回目の接種後27日に急性リンパ性白血病

3回目の接種後226日に交通事故

3回目の接種後531日に循環血液量減少性ショックと

敗血症性ショック

3回目の接種後678日に突然死

ガーダシルの死亡5人は

3回目の接種後7日に飛行機事故、

3回目の接種後141日に脊髄損傷

3回目の接種後403日に胃がん

3回目の接種後811日に頚髄損傷

3回目の接種後1114日脳出血

シルガード９承認への疑問

原告団・弁護団がきのう（22日）抗議声明

• 承認から１０年近くを経過した現在においても、副反応がどのよ
うな人に発症するかは分からず、治癒が期待できる有効な治療
法はありません。被害者が安心して受診できる医療機関は乏し
く、差別的な対応をされる例も後を絶たず、被害者らは、先の見
えない不安を抱えながら副反応症状と闘う毎日を送っています。

• ９価ＨＰＶワクチンは、ガーダシルとその基本的成分と設計を同
じくしており、日本に先だって本剤を承認している国では、ガーダ
シルやサーバリックスと同様、もしくはそれ以上に深刻な副反応
に苦しむ被害者が多数生まれています。


